
ト
ピ
ッ
ク
ス

蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

和
木
町
成
人
式

消
防
出
初
式

１
・
２
Ｐ
３
Ｐ
４
Ｐ
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１
月
10
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
及
び
和
木
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
、
和
木
町
体
育
協
会
（
重
本
正
明
会

長
）
主
催
「
第
13
回
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
ご
協
力

に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
場
内
を
走
る
こ
と
が
出
来
る
全

国
的
に
も
珍
し
い
大
会
で
す
。
今
回
の
エ
ン
ト

リ
ー
者
数
は
8
5
6
名
、
遠
く
は
神
奈
川
県
三
浦

市
よ
り
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
が
10
月

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
開
会
式
前
に
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
国
体
P
R
グ
ル
ー
プ

「
ち
ょ
る
ル
ン
バ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
山
口
国
体

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
ダ
ン
ス
の
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
古
木
町
長
が
、「
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
し
、
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
抜
い
て
く
だ
さ
い
。」
と

大
き
な
声
で
選
手
を
激
励
し
、
和
木
中
学
校
の
西

前
佑
亮
君
が
、
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。

　

家
族
や
友
人
の
大
き
な
応
援
を
受
け
な
が
ら
、

10
時
30
分
に
男
女
の
５
km
が
ス
タ
ー
ト
、
続
い

て
、
中
学
生
女
子
の
３
km
、
男
女
10　

、
小
学
生

１
・
５
km
、
同
じ
く
2
・
2
km
が
順
次
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
大
会
で
は
、
８
種

目
で
新
記
録
が
出
る
な
ど
、
大
会
と
し
て
の
レ
ベ

ル
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
選

手
の
応
援
を
行
い
、「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
る
る
」

が
、
コ
ー
ス
沿
道
に
あ
ら
わ
れ
、
観
客
と
一
緒
に

応
援
し
ま
し
た
。

　

公
園
管
理
棟
前
や
駐
車
場
で
は
、
出
場
選
手
や

ス
タ
ッ
フ
へ
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
婦
人
会

（
西
田
敏
子
会
長
）
に
よ
る
「
ぜ
ん
ざ
い
」
や
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
に

よ
る
「
う
ど
ん
」
が
振
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
身
体
、

冷
え
切
っ
た
身
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
志
に
よ
る
出
店
も
開
か
れ
、
ラ
ー
メ

ン
や
豚
汁
な
ど
温
か
い
食
べ
物
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
体
育
協
会
に
よ
る
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
体
育
指
導

委
員
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
各
種
団
体
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
で
協
力
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
大
会
会
長
で
あ
る
重
本
体
育
協
会
会

長
は
、「
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
大
変
寒
い
中
で
し

た
が
、
無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
体
育
協
会
会
員
以
外
で
も
大
変
多
く
の
方
々

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、『
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
』
銃
剣
道
競
技
が
こ
の
和
木
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
以
上
に
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
最

高
の
大
会
で
あ
る
国
民
体
育
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

選手宣誓　西前佑亮君

km

1



福﨑　穰司
（広島市）
19分39秒

馬場　照彦
（下関市）
20分00秒

中村　正昭
（岩国市）
21分57秒

柿原　兼次
（和木町）
21分46秒

瀬良　昭雄
（岩国市）
21分56秒

田中　則夫
（大竹市）
24分38秒

薮中　直樹
（岩国市）
8分44秒

吉田　圭太
（東広島市）
8分49秒

廣中　俊志
（岩国市）
9分20秒

中畑　友花
（広島市）
10分47秒

田栗　咲希
（広島市）
11分18秒

小田　朱莉
（広島市）
11分31秒

長岩　雄大
（東広島市）
16分59秒

冨永　貴弘
（周南市）
17分27秒

原田　友也
（周南市）
17分46秒

山本　京子
（和木町）
23分14秒

中本　雅子
（岩国市）
23分36秒

三嶋　恵子
（周南市）
30分10秒

岡﨑　輝義
（美祢市）
18分12秒

寺西　弘泰
（東広島市）
18分46秒

畠中　辰治
（福岡県苅田町）
20分13秒

高野　友美
（広島市）
21分32秒

石津　優華
（大竹市）
22分34秒

丸平　裕美
（岩国市）
23分30秒

熊谷　　純
（広島市）
17分53秒

森田　達哉
（岩国市）
18分06秒

一柳　祐二
（広島市）
19分46秒

井上登志絵
（光市）
46分37秒

正岡　羊子
（広島市）
48分48秒

西　　博子
（広島市）
54分33秒

区 分

一般男子
10kmの部

藤田　　悠
（岩国市）
34分40秒

生信　貴至
（竹原市）
36分40秒

福島　正典
（岩国市）
36分45秒

清水　初男
（広島市）
42分24秒

真柴　秀実
（大竹市）
43分27秒

赤瀬　博孝
（防府市）
45分19秒

三田　正年
（廿日市市）
40分34秒

砂本　義文
（広島市）
40分50秒

兼本　信昌
（和木町）
44分54秒

林田　昭浩
（岩国市）
38分53秒

田上　　徹
（廿日市市）
40分12秒

光原　広和
（広島市）
40分48秒

坂根　三保
（広島市）
46分06秒

岸田　裕子
（広島市）
47分49秒

守岡　真梨
（和木町）
53分35秒

一般女子
10kmの部

40歳代男子
10kmの部

50歳代男子
10kmの部

60歳以上男子
10kmの部

中学生女子
3kmの部

小学6年男子
2.2kmの部

中学生男子
5kmの部

壮年女子
5kmの部

60歳以上男子
5kmの部

50歳代男子
5kmの部

40歳代男子
5kmの部

一般女子
5kmの部

一般男子
5kmの部

壮年女子
10kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

薮中　理菜
（岩国市）
6分39秒

吉本　芽生
（防府市）
6分44秒

河部　光莉
（岩国市）
6分49秒

浜下　音羽
（広島市）
6分04秒

福本　桃李
（東広島市）
7分06秒

柏原　美希
（東広島市）
7分41秒

周南ＪＡＣ
もう中学生

1時間35分50秒

平田中
野球部Ａ

1時間37分51秒

和木中
駅伝部男子

1時間41分13秒
広島市立
三和中学校
57分09秒

平田中
陸上部A

1時間07分17秒

平田中
陸上部C

1時間10分13秒

ゆうスポーツクラブ
陸上少年団Ａ
47分29秒

麻里布サッカー
クラブＡ
47分41秒

熊野陸上
スポーツ少年団
47分42秒

龍野みどり
（岩国市）
11分07秒

花守　　愛
（東広島市）
11分18秒

平田　帆海
（岩国市）
11分52秒

髙原　実季
（東広島市）
9分51秒

真﨑　　遥
（東広島市）
9分52秒

笹川真結香
（岩国市）
10分36秒

江本　梨里
（下松市）
10分13秒

松本　紗奈
（岩国市）
10分45秒

矢野　恵菜
（岩国市）
10分47秒

中下　千嘉
（岩国市）
10分02秒

髙原　千佳
（東広島市）
10分06秒

花村萌々香
（東広島市）
10分07秒

区 分

小学5年男子
2.2kmの部

浜下　雷馬
（広島市）
8分56秒

山本　寛大
（岩国市）
9分21秒

木村聡一郎
（広島県熊野町）
9分21秒

森重　真旺
（岩国市）
6分18秒

台信楓之介
（広島県熊野町）
6分19秒

平田　帆翔
（岩国市）
6分34秒

台信　風馬
（広島県熊野町）
5分52秒

宮脇　滉太
（和木町）
6分03秒

高野　健人
（広島市）
6分08秒

星野　北翔
（岩国市）
9分33秒

浜下　天馬
（広島市）
9分44秒

森脇　雄大
（岩国市）
10分29秒

古閑　　幹
（岩国市）
9分23秒

奥原　雅之
（岩国市）
9分25秒

佛圓　優太
（広島県熊野町）
9分31秒

小学4年男子
2.2kmの部

小学3年男子
2.2kmの部

小学6年女子
2.2kmの部

小学5年女子
2.2kmの部

中学生女子
団体3kmの部

中学生男子
団体5kmの部

小学生団体
2.2kmの部

小学1年女子
1.5kmの部

小学2年女子
1.5kmの部

小学1年男子
1.5kmの部

小学2年男子
1.5kmの部

小学3年女子
2.2kmの部

小学4年女子
2.2kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

新 新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新
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１
月
９
日
、
文
化
会
館
に
て
、
新
春

恒
例
の
「
平
成
23
年
和
木
町
消
防
出
初

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
和
木
町
消
防
団
、
岩
国
地
区
消
防

組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
、
Ｊ
Ｘ
日

鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
麻
里
布
製
油

所
、
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
の
自

衛
消
防
隊
な
ど
、
約
１
２
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
は
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
執
り

行
わ
れ
、
古
木
町
長
は
式
辞
の
中
で

「
消
防
団
員
、
消
防
職
員
の
皆
さ
ま
は
、

『
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
』
と
い

う
、
崇
高
な
使
命
の
も
と
、
幾
千
も
の

災
害
と
の
戦
い
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き

た
、
技
術
と
伝
統
を
継
承
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
を

通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
自
己
研
鑽
に
努

め
ら
れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
力
強
い
消
防
を
目
指
し
て
、
邁
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

団
員
の
表
彰
に
続
い
て
、
新
入
団
員

の
紹
介
で
は
、
３
名
の
新
入
団
員
が
き

び
き
び
と
し
た
動
作
で
先
輩
団
員
た
ち

に
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
役
場
駐
車
場
に
て
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
防
火
防
災
へ
の
決
意

を
込
め
た
水
柱
が
冬
空
に
向
か
っ
て

高
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　

平
岡　
　

稔
（
元
第
３
分
団
分
団
長
）

　

村
林　

理
史
（
元
第
２
分
団
班
長
）

〈
功
績
章
〉

　

米
本　
　

隆
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　

川
畑　
　

毅
（
第
１
分
団
部
長
）

〈
10
年
勤
続
章
〉

　

藪
木　
　

剛
（
第
３
分
団
部
長
）

　

片
山　

美
一
（
第
１
分
団
団
員
）

　

重
村　

正
志
（
第
２
分
団
団
員
）

■
和
木
町
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　

平
岡　
　

稔
（
元
第
３
分
団
分
団
長
）

　

村
林　

理
史
（
元
第
２
分
団
班
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　

川
畑　
　

毅
（
第
１
分
団
部
長
）

〈
15
年
勤
続
章
〉

　

米
本　
　

隆
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　

久
森
マ
サ
ヨ
（
第
２
分
団
団
員
）

　

田
上　

広
和
（
第
１
分
団
班
長
）

　

小
林　

政
和
（
第
１
分
団
団
員
）

〈
特
別
表
彰
〉

　

第
１
分
団

　

第
57
回
山
口
県
消
防
操
法
大
会 

優
勝

　
《
選
手
》

　
　
　

児
玉　

健
次
（
指
揮
者
）

　
　
　

田
中　

庸
睦
（
１
番
員
）

　
　
　

松
本
健
太
郎
（
２
番
員
）

　
　
　

山
下　

純
二
（
３
番
員
）

　
　
　

森
重　
　

稔
（
４
番
員
）

　
　
　

與
三
本
高
志
（
補
欠
員
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
労
章
〉

　

森
脇　

英
治
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

■
新
入
団
員
紹
介

　

河
内　

真
一
（
第
２
分
団
）

　

桑
原　
　

崇
（
第
２
分
団
）

　

村
中　

久
悦
（
第
３
分
団
）

受賞された方々受賞された方々受賞された方々 ※敬称略
※括弧内は（元）所属分団
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１
月
９
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「
和
木
町
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
の
門
出

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
１
０
９
名
（
男

性
66
名
、
女
性
43
名
）。
式
典
に
は
華
や
か
な
振
袖

や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
68
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
河
村
教
育
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く

夢
の
実
現
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き
、

お
一
人
一
人
に
合
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が
咲
き
ま
す

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
藤
上
教
育
委
員
長
か
ら
新
成
人
代
表
の
鈴
木
未

来
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
木
町
長
は
「『
ふ
る
さ
と
』和
木
町
の
発

展
の
担
い
手
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
久
保
田
高
嶺
さ
ん
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
、
そ
の
後
、
代
表
の
三
上
智
就
さ

ん
の
声
に
続
い
て
、
新
成
人
全
員
で
町
民
憲
章
の
唱

和
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、
続
い

て
新
成
人
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

小
・
中
学
生
時
代
の
恩
師
を
招
き
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
た
り
し
て
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
途
中
で
は
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
時
代
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
形
式

で
放
映
。
懐
か
し
い
映
像
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
に
会
話
は
弾
み
、
あ
ち
こ

ち
で
写
真
撮
影
を
楽
し
む
場
面
も
。
会
場
は
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
を
終
え
、
和
木
町
の
新
成
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
決
意
と
自
覚
を
胸
に
、
大
人
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

祝

企
画
大
成
功
！

実
行
委
員
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た

決意新たに！新成人109名が大人の仲間入り

　

私
た
ち
は
、
成
人
式
と
い
う
大
き
な
人
生
の

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
か
ら
変
わ

り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
夢
や
希
望

を
持
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
良

い
機
会
だ
と
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
こ
と

は
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
正
義

感
を
持
っ
て
、
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
こ
と
の

出
来
る
人
間
に
な
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
決
し

て
自
分
一
人
だ
け
で
生
き
て
き
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。今
、隣
に
座
っ
て
い
る
友
達
、い

つ
も
傍
に
い
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
家
族
、

熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
な
ど
、

多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
育
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、
支
え
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
社

会
人
と
し
て
自
ら
の
言
動
に
責
任
を
も
っ
て

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
抜
粋
）お礼のことばを述べる久保田高嶺さん
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１
月
８
日
か
ら
１
月
19
日
ま
で
に
、
次
の

方
々
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
８
日
　

石
山
　

ト
シ
さ
ん

１
月
11
日
　

松
田
　

清
子
さ
ん

１
月
13
日
　

宮
本
ミ
ツ
子
さ
ん

１
月
19
日
　

宮
本
ア
ヤ
子
さ
ん

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け

て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※

今
年
度
、
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

厚
生
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

今
回
を
含
め
て
18
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

二
科
会
写
真
展  

和
木
町
か
ら
２
作
品

　

１
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
和
木
美
術
館

に
お
い
て
「
第
47
回
二
科
会
写
真
部
山
口
支

部
公
募
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
選
ば
れ
た
入
賞
・
入
選
作
品

65
点
が
展
示
さ
れ
、
和
木
町
か
ら
は
豊
田
一

夫
さ
ん
と
依
田
一
司
さ
ん
の
写
真
が
入
選
作

品
と
し
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
１
７
８
名
の
方
に
ご
来
館
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
二
科
会
写
真
部
並
び

に
山
口
県
の
一
般
写
真
愛
好
家
の
素
晴
ら
し

い
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。
次
回
開
催

の
際
に
は
、
ぜ
ひ
鑑
賞
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

新
春
書
初
め
会  

美
術
館
で
作
品
展
示
も

　

１
月
８
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、
文
化
協
会
主
催
の
「
和
木
町
新
春
書

初
め
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
和
木
小
・
中
学
生
45
名
が
、
毛

筆
と
硬
筆
に
分
か
れ
、毛
筆
は
泉
翠
洋
先
生
、

硬
筆
は
大
嶽
雪
城
先
生
の
指
導
の
も
と
、
課

題
作
品
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
毛
筆
の
課
題

字
は
、「
わ
き
」、「
元
気
」、「
感
動
」
な
ど

の
ほ
か
、「
ち
ょ
る
る
」
や
「
花
い
っ
ぱ
い
」

な
ど
、
国
体
開
催
に
ち
な
ん
だ
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　

墨
の
ほ
の
か
な
香
り
が
漂
う
中
、
参
加
者

は
真
っ
直
ぐ
紙
に
向
か
い
、
お
手
本
を
見
な

宮本アヤ子 さん 宮本ミツ子 さん 松 田 清 子 さん 石 山 ト シ さん

が
ら
一
枚
一
枚
丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。
最
後
に
各
自
一
番
良
く
書
け
た
と
思

う
一
枚
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
作
品
は
、
和
木
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
新
春
書
初
め
作
品
展
」

に
お
い
て
、
１
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
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12
月
21
日
、文
化
会
館
で
「
行
政
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
町
内
全
23
地
区
の
自
治
会

長
と
、
古
木
町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が
意

見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
年
３
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
岩
国
基
地
民
間
空
港

利
用
促
進
協
議
会
の
発
足
及
び
空
港
の
愛
称

決
定
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

わ
き
あ
い
あ
い
苑
の
開
所
、
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
費
用
の
助
成
、
町
営
緑
ヶ
丘
住
宅
新
築

工
事
の
安
全
祈
願
祭
等
、
６
項
目
に
つ
い
て

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
防
犯
灯
の

増
設
、
和
木
小
学
校
の
建
設
計
画
、
町
営
住

宅
建
設
工
事
に
つ
い
て
等
、
自
治
会
長
の
皆

さ
ん
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

ま
ち
の
話
題

卒
園
記
念
に
焼
物
制
作

　

１
月
17
日
、
幼
稚
園
で
卒
園
記
念
制
作
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
宮
本
健
吾
先
生
（
錦
心
窯
）
を
招

き
、
年
長
組
の
各
教
室
で
、
ま
ず
、
土
の
扱

い
方
や
作
業
の
基
本
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
き
れ
い
に
丸
め
た
土
を
押
し
た
り
伸

ば
し
た
り
し
な
が
ら
、
カ
メ
や
ヘ
ビ
や
ウ
サ

ギ
な
ど
、
み
ん
な
思
い
思
い
の
形
を
作
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

宮
本
先
生
は
、
園
児
ら
が
事
前
に
練
習
で

作
っ
た
粘
土
の
作
品
を
見
て
、「
感
性
が
素

晴
ら
し
い
」
と
。
こ
の
日
も
、
園
児
ら
の
鋭

い
感
性
と
高
い
集
中
力
に
大
変
驚
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

作
っ
た
作
品
は
、
こ
の
後
、
乾
燥
、
う
わ

ぐ
す
り
、
焼
き
、
の
工
程
を
経
て
約
１
ヵ
月

で
完
成
し
ま
す
。

募集人員　１名
契約期間　平成２３年４月１日～翌年３月３１日
　　　　　（１年間）（６５歳まで延長の場合のみ）
勤　　務　（平　日）１７時１５分～２１時１５分
　　　　　（土日休日）８時３０分～２１時１５分
　　　　　　※１週間交代制
賃　　金　（平　日）３，８００円／日
　　　　　（土日休日）９，４００円／日
応募条件　６３歳以下で町内在住の方
申 込 み　履歴書を体育センターに提出
応募期間　２月１５日㈫まで
決定方法　面接
問 合 せ　体育センター（☎５２－２８１１）

≪お詫び≫広報わき１月号に掲載いたしました
募集の記事の中で「63歳以上」となっておりま
したが、正しくは「63歳以下」です。訂正し
てお詫びいたします。

次のとおり臨時職員を募集します。
募集人員　関ヶ浜分館事務職員１名
勤 務 先　関ヶ浜分館
賃　　金　５，６００円／日　隔週勤務
勤務内容　一般事務（電話受付、貸部屋受付等）
応募方法　履歴書に必要事項（顔写真添付）を記

入し、申込期限内に総合コミュニティ
センターに提出

申込期限　２月２８日㈪
※勤務条件、面接日程等は、後日、応募者に連絡
します。
問 合 せ　総合コミュニティセンター　

（☎５２－２１９１）

関ケ浜分館臨時職員募集

次のとおり臨時職員を募集します
募集人員　１名
勤 務 先　町立学校給食センター
賃　　金　５, ８００円／日
勤務内容　学校給食の調理、食器洗浄、清掃業務

ほか
勤務日時　８時３０分～１６時３０分
　　　　　給食を実施する日及びセンターでの作

業のある日
応募方法　履歴書に必要事項（顔写真添付）を記

入し、申込期限内に教育委員会（文化
会館内）に提出

申込期限　２月２８日㈪
※勤務条件、面接日程等は、後日、応募者に連絡
します。

問 合 せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

給食センター調理員募集
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

和木町奨学生を３月１日から募集します和木町奨学生を３月１日から募集します

●高校生・大学生（短大生含む）・大学院生・高等専門学校生・専修学校生
●学業優秀な方
●本町に２年以上住んでいる方
●学資の支出が困難な方

【 貸 付 要 件 】

　申請書類を審査し、６月下旬頃に決定します。貸付が決定された方は、誓約書および下記の証明書を提出してくださ
い。なお、期限までに書類の提出がない場合は、辞退したものと見なします。
○奨学生の決定を受けた方と保護者（連帯保証人）・・・印鑑登録証明書
○連帯保証人・・・印鑑登録証明書、所得証明書、納税証明書
※連帯保証人は、本町に２年以上居住し、独立の生計を営む方で、町民税または固定資産税を納付した方としてくだ
さい。

○ご本人（奨学生）名義の口座振替申出書

【貸付の可否について】

　毎月５日（金融機関休業日の場合は前営業日）に指定口座に入金します。なお、初回は貸付決定後に４月分から、さ
かのぼって振り込みます。

【貸付について】

　各学校を卒業して１年後から返済を行っていただきます。返済期間は在学された期間の２倍以内とします。
（例）大学４年間在籍の場合
　平成２３年４月入学→平成２７年３月卒業→平成２８年４月返済開始→平成３６年３月までに返済完了
（例）高等学校３年間在籍の場合
　平成２３年４月入学→平成２６年３月卒業→平成２７年４月返済開始→平成３３年３月までに返済完了

【 返 済 期 間 】

●大学（短大）生・大学院生
　　国公立　　３５,０００円以内　　　　私　立　　４２,０００円以内
●高校生
　　国公立　　１３,０００円以内　　　　私　立　　２０,０００円以内
●高等専門学校
　　国公私立　２０,０００円以内
●専修学校
　　専門課程　３５,０００円以内　　　　高等課程　１３,０００円以内

【 貸 付 金 額 】

※いずれも１名当たりの月額

●奨学金貸付申請書　
●成績証明書（出席日数を記入）
●在学証明書
●学校長の推薦調書（右表のとおり）

【 提 出 書 類 】

高校・高等専門学校１年生
高校・高等専門学校２年生以上
専修学校１年生
専修学校２年生以上
大学（短大）１年生
大学２年生以上

学　　　年
出身中学校長
在学高校・高等専門学校長
出身中学校・高等学校長
在学専修学校長
出身高等学校長
在学大学（校）長

推薦調書の発行者

【提出期限】

５月１６日㈪必着
【提出先・問合せ】

教育委員会事務局（文化会館１階）　担当：吉兼
（☎５３－３１２３）
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地域包括支援センターのお仕事③【権利を守ること】

　高齢者の弱みにつけこんで、財産を
奪ってしまう事件が増えています。
　特定の家に怪しい客が増えたなどと
感じる時は、地域包括支援センターに
ご相談ください。
　地域包括支援センターでは、社会福
祉協議会などの関係機関と協力して、
適切なサービスが利用できるように支
援するとともに、高齢者の被害を未然
に防ぐよう努めています。

答え 　高齢者虐待防止法では、虐待に気付いた
人は市町村に通報義務があることが定めら
れています。虐待があると感じたときは、
地域包括支援センターに連絡してくださ
い。通報者が誰であるかなどの個人情報は
守られますのでご安心ください。
　緊急の場合には、警察への援助要請、介
護施設等への入所依頼などを行い、高齢者
を守ります。
　介護者が心身ともに疲労し、追い詰めら
れていることも虐待の原因です。高齢者虐
待防止法では、虐待をしている介護者も支
援の対象としています。一人で抱
え込まずに、気軽に地域包括支援
センターにご相談ください。

答え

　離れて暮らしている高齢の
姉が悪質なリフォーム詐欺に
あってしまいました。
　その後、似たような業者が
たくさん訪れているようで
困っています。

相談  その1
　夜遅くに近所の高齢者宅か
ら、大きな声が聞こえます。
どうやら認知症の母親を、息
子さんが叱り飛ばしているよ
うです。息子さんも介護で疲
れきっているようです。

相談  その2

詳細についてはお問合せください。
問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

介護予防講座 生活サポーター養成講演会

　寒さで硬くなった体をしなやかに。家で続け
られる体操習慣を。
日　時　３月８日（火）
　　　　９時３０分～１１時３０分
場　所　保健相談センター
講　師　健康運動指導士　合原岳史先生
問合せ　地域包括支援センター
　　　　（☎５２－２１９６）
　申込みは不要です。動きやす
い服装で、飲み物はご用意くだ
さい。

　“相談援助”という専門的な内容を、分かりやす
く噛み砕いてお話しいただけます。
日　時　３月１１日（金）
　　　　１３時３０分～１５時３０分
場　所　総合コミュニティセンター３階集会室
講　師　宇部フロンティア大学人間社会学部
　　　　福祉心理学科教授　西村秀明先生
申込み　不要（どなたでも参加できます。）
参加料　無料
問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）
　　　　総合コミュニティセンター（☎５２－２１９１）
　駐車場はご用意できませんのでご了承ください。

～椅子に座った体操～ ～人間は理解されると変化する～
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395

　

12
月
18
日
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
わ
き
あ
い

キ
ッ
ズ
」
の
や
き
も
の
教
室
が
無
事
最
終
回
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
教
室
を
も
っ
て
、
今
年
度
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
も
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
や
き
も
の
で
す

が
、
宮
本
健
吾
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
児
童
一

人
ひ
と
り
が
土
集
め
か
ら
粘
土
作
り
、
そ
し
て
思

い
を
込
め
形
に
し
た
作
品
が
で
き
ま
し
た
。
完
成

し
た
作
品
に
満
足
の
笑
顔
で
み
ん
な
納
得
の
表
情

で
し
た
。

　

こ
の
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

（
野
球
・
ソ
フ
ト
・
バ
レ
ー
・
ミ
ニ
バ
ス
・
サ
ッ

カ
ー
・
剣
道
・
体
操
・
弓
道
）
を
は
じ
め
、
外
・

昔
あ
そ
び
〈
里
山
教
室
〉・〈
ハ
ス
堀
り
体
験

等
〉、
や
き
も
の
、
自
然
観
察
、
史
跡
め
ぐ
り
を

実
施
し
、
48
名
（
延
べ
68
名
）
が
参
加
し
、
指
導

者
も
30
名
に
及
び
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
方
々
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
準
備
も

含
め
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
の
半
年
間
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
お
子
さ
ま
の
送
迎
や
、
教
室
に
よ
っ
て
は
引

率
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
安
全
な
教
室
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
来

年
度
も
よ
り
充
実
し
た
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」
に

す
べ
く
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
の
社
会
教
育
・
文
化
財
課
で
は
、
少
子
化
や

核
家
族
化
等
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
低
下
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

へ
の
影
響
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
家
庭
に
お
け
る
親
の
役
割
を
見
直
し
、
望
ま

し
い
家
庭
教
育
の
実
践
へ
向
け
て
の
気
運
を
高
め

る
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
合
う
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
向

け
て
次
の
４
つ
の
事
項
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

○
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

○
家
族
が
ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り

○
お
手
伝
い
の
定
着

○
父
親
の
家
庭
教
育
参
加

　

そ
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
、
本
を
読
ん
で
外
遊
び
、
み
ん
な
仲
良
く
今

日
も
元
気
」
を
掲
げ
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課「
家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
サ
イ
ト
に
は
、『
親
と
子
の
や
く

そ
く
カ
レ
ン
ダ
ー
』
や
『「
家
庭
で
の
お
手
伝
い
」

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
』
な
ど
情
報
が
満
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/cm
s/

a50400/kateikyouiku/kateinogenki.htm
l

）

早起き
早寝

朝ごはん
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●和木幼稚園クリスマス会
●歳末福祉もちつき大会
●和木町新春書初め会

１月放送分

2月の休館日

2
9
16

4
11
18

5
12
19

6
13

7
14
21

15
22

3
10
17

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

25 26
27 28

2420

＜ＣＤ＞
☆Love  songs ／浜崎あゆみ
☆LOVE＆RAIN～LOVE　SONGS～／久保田利伸
☆You can't catch me ／坂本真綾
☆ROCK＆SOUL／清木場俊介
☆ノースリーブス／ノースリーブス
☆THE LAST Ａ.Ｉ. ／ＡＩ
☆グレイテスト・ヒッツ／クィーン
☆グレイテスト・ヒッツVOL.2 ／クィーン
☆カヴァード～ウィンター～／ボーイズメン
☆スピーク・ナウ～デラックス・エディション～
　　　　　　　　　　　　　　／テイラー・スウィフト

＜一般書＞
『盤上のアルファ』
『きことわ』
『女子芸人』
『トモスイ』
『妄想気分』
『百万遍　流転施転　上・下』
『あんでらすの鐘　高瀬川女船歌』
『こちらあみ子』

『告発の虚塔』
『純平、考え直せ』

＜児童書・絵本＞
『どうぶつ　どうして　どんどんどんと』　

『ぼくがいちばん！』

『バムとケロのもりのこや』
『めいたんていポアロン　さらわれたプリンセス』

『しんと　しずかな、ほん』

『ぐりぐりくん』
『かんたんせんせいとバク』
『理科室の日曜日』
『ちびくまくん、おにいちゃんになる』

『人はなぜだまされるのだろう？』

塩田武士著
朝吹真理子著
神田茜著

高樹のぶ子著
小川洋子著
花村萬月著
澤田ふじ子著
今村夏子著

江上剛著
奥田英朗著

マイケル・フォアマン文・絵　アーサー・ビナード訳

ルーシー・カズンズ作・絵　灰島かり訳
島田ゆか作・絵

三田村信行著　大沢幸子絵
　

デボラ・アンダーウッド文　レナータ・リウスカ絵
　江國香織

五味太郎作・絵
斉藤洋作　大森裕子絵

村上しいこ作　田中六大絵

エマ・チチェスター・クラーク作・絵　たなかあきこ訳
安斎育郎監修

おはなし会
◎DVDに収録したものをお貸しします。
◎貸出方法等は他のDVDと同様です。

≪問合せ≫
◆内容について　企画総務課（☎５２－２１３６）
◆貸出について　図　書　館（☎５４－０２２２）

1
8

23

日　時　2月19日（土）10時30分～11時

　　　　おはなし会サークル『ゆびとま』

対象者　幼児・小学生

場　所　図書館絵本のコーナー

問合せ　図書館

　　　　（☎5４－０２２２）

アイキャン和木チャンネル放送番組
DVD貸出中！

アイキャン和木チャンネル放送番組
DVD貸出中！
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●
冬
場
の
肩
こ
り

　

肩
こ
り
は
日
本
人
特
有
の
も
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
夏
目
漱
石
の
小
説
で
肩
が
こ

る
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
そ
う
で

す
。

　

寒
い
と
き
は
体
に
力
が
入
り
、
肩
が
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
筋
肉
が
縮
む
こ
と
で
神

経
を
圧
迫
し
て
痛
み
を
感
じ
た
り
、
血
の
め

ぐ
り
が
悪
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
で

は
、
無
意
識
に
体
が
こ
わ
ば
り
や
す
い
冬
で

も
、
肩
こ
り
の
症
状
を
軽
く
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

入
浴
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
後
は
肩
こ
り
が
楽

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
筋
肉
も
使
わ

な
け
れ
ば
硬
く
な
り
、
硬
く
な
っ
た
筋
肉
が

血
管
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
血
の
め
ぐ
り
が
悪

く
な
り
ま
す
。
運
動
を
し
て
弾
力
の
あ
る
筋

肉
だ
と
、
縮
む
と
き
に
古
い
血
を
押
し
出

し
、
伸
び
る
と
き
に
新
し
い
血
を
取
り
込
む

こ
と
で
、
血
の
め
ぐ
り
を
良
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
簡

単
に
肩
ま
わ
り
の
筋
肉
を
動
か
す
運
動
を
紹

介
し
ま
す
。

①
肩
を
上
げ
下
げ
す
る
。
腕
は
ぶ
ら
り
と
た

ら
し
た
状
態
で
両
肩
を
も
ち
あ
げ
力
を
抜

き
落
と
す
。

②
両
肩
を
後
ろ
に
引
き
、
前
に
出
す

③
肩
で
円
を
描
く
よ
う
に
後
ろ
と
前
に
回
す

④
両
腕
を
前
に
伸
ば
し
た
位
置
か
ら
水
平
に

腕
を
開
く

　

肩
が
痛
い
場
合
は
無
理
に
動
か
し
て
痛
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
に
併
せ
て
体

を
冷
や
さ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
マ
フ

ラ
ー
や
ひ
ざ
掛
け
を
つ
か
っ
て
、
大
き
な
血

管
が
あ
る
首
周
り
や
太
も
も
を
冷
や
さ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を
肩
甲

骨
の
間
や
腰
に
貼
る
な
ど
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。日

　

時
▼
２
月
25
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

内
　

容
▼
『
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
』

準
　

備
▼
材
料
費
５
０
０
円
・
タ
オ
ル

申
込
み
▼
２
月
18
日
㈮
ま
で

※

先
着
15
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

会
場
・
問
合
せ
▼

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
52
ー
７
２
９
０
）

●
元
気
ア
�
プ
教
室

　

献
血
は
、
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る
愛

の
活
動
で
す
。
現
在
、
全
国
的
に
血
液
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
▼
３
月
16
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

会
場
・
問
合
せ
▼

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
52
ー
７
２
９
０
）

●
２
０
０
ml
・
４
０
０
ml
献
血

助成期間　２月２８日㈪まで
対象者及び自己負担額　

※③④の方は接種の際、証明書が必要です。
生活保護世帯：生活保護証明書【保健福祉課】
町県民税非課税世帯：同一世帯全員分の平成２２年

度非課税証明書【税務課】
　助成が受けられる医療機関については事前に保
健相談センターにご相談ください。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

11

　子育て中の方同士で、おしゃべりしながら、お子
さまランチをつくってみませんか？

日　時　３月４日㈮　９時３０分～１３時
場　所　保健相談センター
内　容　食事についてのお話・情報交換
　　　　調理実習～ヘルシー☆お子さまランチ～
対象者　おおむね２～３歳児とその保護者
食材料費　５００円程度
持ってくる物　母子健康手帳・エプロン・手拭タオル・

ふきん
※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、エプロ
ン等があれば、ご準備ください。
申込み・問合せ　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

対　象　区　分

①中学３年生と高校３年生の希
望者

無料

②６５歳以上の希望者 １,０５０円

③６５歳以上の生活保護世帯及
び町県民税非課税世帯の希望
者

④６５歳未満の生活保護世帯及
び町県民税非課税世帯の希望
者

無料

無料

◆２月２５日が申込期限ですが、それまでに１０
組の申込みがあった場合は、締め切らせてい
ただきます。
◆食物アレルギー等がある場合は、申込みの際
にお申し付けください。



　★は申込みが必要です。

（2月16日～3月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

ごぼうサラダ（材料４人分）

●作り方
　①下準備
ごぼう…せん切りにして、水にさらす。
にんじん…せん切りにする。
しいたけ…薄切りにする。
貝割菜…根元を落とし、半分に切る。

②ゆでる
①のごぼう、にんじんを３～４分ゆでる。
しいたけも加えてさっとゆで、ざるにとっ
て冷ます。
分量の水を加えて中火で煮る。

③和える
マヨネーズ、しょうゆを混ぜ合わせ、②と
貝割菜を和え、器に盛る。

（１人分エネルギー６５キロカロリー）

和え衣にからしやわさびを加えても美味
です。食物繊維たっぷりです。

（和木町食生活改善推進協議会１班）

おすすめメニューはアイ・キャンでも放
送しています。ご覧ください。

ごぼう……………160g
にんじん……………80g
しいたけ……………40g
貝割菜………………20g
マヨネーズ……小さじ4
しょうゆ………小さじ2

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

1歳6ヵ月児健診
3歳児健診

赤ちゃんのつどい（離乳食）★
プレイルーム
健康相談

プレイルーム
すくすく計測・相談会
元気アップ教室★
プレイルーム
幼児食教室★
健康相談

プレイルーム

平成21年7月～8月生まれ
平成20年1月～2月生まれ

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

概ね2～3歳児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

12：45～13：00

9：30～13：00
10：00～15：00
9：30～10：00
10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～11：30
10：00～15：00
10：00～13：00
9：30～10：00
10：00～15：00

保健相談センター
　

体育センター

保健相談センター
　

体育センター
保健相談センター

2月16日㈬

17日㈭

  23日㈬

24日㈭

25日㈮
3月3日㈭
4日㈮
7日㈪
10日㈭

※各ワクチンの対象者には１月に、お知らせ及び説明書を個別
にお届けしています。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

　任意予防接種の費用助成事業
助成期間　平成２４年３月３１日まで
医療機関　木村医院、中村クリニック、
　　　　　岩国市・大竹市の一部医療機関
自己負担　無料
接種方法　予診票は医療機関にあります。
　　　　　事前に医療機関に予約をしてください。
持参物　母子健康手帳、保険証・福祉医療費受給者証（こども
安心医療）

　「健康」とひとことで言っても、そのイメージは人それぞれち
がうものです。病気や障害の有無が健康のすべてではありませ
ん。充実感や満足感を得ながら、日々を前向きに暮らす秘訣を
知りたいと思いませんか。ぜひ、ご参加ください。
日　時　２月１５日㈫　１３時３０分～１５時
場　所　保健相談センター
講　師　岩国市医療センター医師会病院副院長
　　　　兼総合リハビリテーションセンター長　茶川治樹先生
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

子宮頸がんワクチン
対　象　中学１年生から高
校１年生（注）の年齢にある
女子
接種回数　６ヵ月の間に３
回
（注）現在高校１年生の方
は、３月末までに１回以上
接種しなければ、４月以降
の接種は助成対象となりま
せん。

ヒブワクチン
対　象　生後２ヵ月から５歳未満
接種回数　１～４回（年齢により
接種回数・接種期間は異なります。）

小児用肺炎球菌ワクチン
対　象　生後２ヵ月から５歳未満
接種回数　１～４回（年齢により
接種回数・接種期間は異なります。）
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山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54－ 0031）
　　　　　　　　　（ 54－ 0032）

銃 剣 道 競 技 会

本大会　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館

第66回 国民体育大会

88

司　
　

会
▼
笹
木
さ
ん
は
、
広
島
県
で
開
催
さ

れ
た
第
51
回
国
体
で
、
大
竹
市
の
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

笹
木
さ
ん
▼
大
竹
市
で
は
国
体
開
催
の
約
２
年

前
に
、
式
典
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
募
集
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
み
た
い
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。

司　
　

会
▼
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た

か
。

笹
木
さ
ん
▼
ま
ず
は
、
接
遇
や
食
事
マ
ナ
ー
、

話
し
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
前
年
に
開
催
さ

れ
た
福
島
国
体
の
視
察
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
で
開
催
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
に
出
か
け
、
国
体
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。
本
大
会
で
は
、
選
手
・
監
督
の
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
へ
の
出
席
や
、
開
・
閉
会
式
の
式
典

に
出
席
し
、
表
彰
状
や
記
念
品
の
受
け
渡
し
な

ど
様
々
な
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
静
粛
な
式
典

で
は
大
変
緊
張
し
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
了
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
業
務
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

出
会
い
、
大
変
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

司　
　

会
▼
今
年
10
月
の
国
体
開
催
に
向
け
て
。

笹
木
さ
ん
▼
昨
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
に
中
学
生
の
息
子
が
参
加
し
て
い
た
の

で
、
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
選
手
の
み
な
さ

ん
の
熱
気
や
気
迫
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
本
大
会
に
は
、
町
子
連
役
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
小

学
生
の
娘
も
春
か
ら
中
学
生
と
な
り
ま
す
の
で
、

親
子
で
国
体
の
運
営
に
携
わ
り
ま
す
。私
に
と
っ

て
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
大
会
が
ま
す
ま

す
盛
り
上
が
る
よ
う
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

司　
　

会
▼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
事
務

局
に
お
い
て
も
、
参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
思
い
出
に
残

る
よ
う
な
良
い
大
会

と
な
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

笹
木
嘉
代
子
さ
ん

　
　
　
（
和
木
町
在
住
）

卓球フェスティバルで国体ＰＲ
左：笹木さん、右：福原愛選手
※大竹市広報（平成8年8月号掲載）

広
島
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
▼

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
『
咲

ち
ゃ
ん
』
と

　

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
66
回
国
民
体
育

大
会
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
第
18
回
国
体
開
催
時
の

写
真
や
思
い
出
の
品
を
展
示
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
が
所
有
さ
れ
て
い

る
当
時
の
写
真
や
国
体
に
関
係
す
る
物
品
等
を

展
示
し
た
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
　
集
▼
第
18
回
国
民
体
育
大
会
（
1
9
6
3

年
）
の
際
に
撮
影
し
た
写
真
や
国
体
に
関
係
す

る
思
い
出
の
品
々

募
集
期
間
▼
３
月
10
日
㈭
ま
で

応
募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
和
木
町
実
行
委
員
会
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

展
示
期
間
▼
4
月
28
日
㈭
〜
5
月
8
日
㈰

展
示
場
所
▼
和
木
美
術
館

そ
の
他
▼

・
お
預
か
り
し
た
写
真
等
は
、
展
示
終
了
後
に

返
却
い
た
し
ま
す
。

・
ご
応
募
い
た
た
だ
い
た
写
真
や
物
品
の
す
べ

て
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
第
18
回
国
民
体
育
大
会
の
翌
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
聖
火
リ
レ
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
に
は
こ
の
聖

火
リ
レ
ー
等
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
行

事
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
和
木
町
実

行
委
員
会
事
務
局

〒
7
4
0
ー
0
0
6
1

和
木
町
和
木
2
丁
目
1
ー
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
54
ー
0
0
3
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

54
ー
0
0
3
2
）

山
口
国
体

   

1
9
6
3
メ
モ
リ
ア
ル

      

展
示
用
写
真
等
募
集
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日　

時
▼
３
月
20
日
㈰　

９
時
〜

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目
▼
一
般
男
子
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
級
複

　
　
　
　

一
般
女
子
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
級
複

　
　
　
　

中
学
生
複
合
の
部

　
　
　
　

小
学
生
複
合
の
部

　
　
　
　

親
子
複
合
の
部
（
小
学
生
以
下
）

試
合
方
法
▼
リ
ー
グ
戦
ま
た
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦

参
加
資
格
▼
和
木
町
在
住
、
在
勤
、
和
木
町

体
育
協
会
会
員

参
加
料
▼
一
般　
　
　
　

３
０
０
円
／
人

　
　
　
　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円
／
人

申
込
期
限
▼
３
月
13
日
㈰

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

日
本
舞
踊
藤
間
流　

藤
間
勘
三
津
社
中

日　

時
▼
２
月
13
日
㈰　

12
時
30
分
〜

場　

所
▼
文
化
会
館

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技

ポ
ス
タ
ー
展

日　

時
▼
２
月
３
日
㈭
〜
13
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
17
時

展
示
内
容
▼
国
体
開
催
の
気
運
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。
小
・

中
学
生
の
応
募
作
品
約
１
４
０

点
を
展
示
。

入
館
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
山
口
国
体
和
木
町
実
行
委
員
会

（
☎
54
ー
０
０
３
１
）

戸
長
役
場
文
書
の
世
界

　
　
　
　
〜
近
代
和
木
地
域
の
胎
動
〜

日　

時
▼
２
月
18
日
㈮
〜
３
月
６
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
18
時

※
今
回
の
展
示
会
は
18
時
ま
で
延
長
し
て
開

館
し
ま
す
。
仕
事
帰
り
に
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

展
示
内
容
▼

　

明
治
初
期
（
１
８
７
０
年
）
か
ら
明
治
22

年
（
１
８
８
９
年
）
ま

で
の
和
木
お
よ
び
近
隣

地
域
の
行
政
や
社
会
生

活
な
ど
、
近
代
化
が
急

激
に
進
む
当
時
の
様
子

が
分
か
る
古
文
書
を
多

数
展
示
し
ま
す
。

入
館
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

第
　
回
新
春
舞
ぞ
め
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

和
木
美
術
館
情
報

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

22
　

４
月
よ
り
日
曜
日
の
開
館
時
間
が

９
時
か
ら
17
時
と
な
り
ま
す
。

体
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

会場：和木町文化会館日2011 開場/11:30 開演/12:002月6日

WAKI公演

北門子ども神楽
ほくもん

◎釜ヶ原地域に古くから伝わる釜ケ原神楽は、30
名で受け継いでいますが、高齢化・過疎化が進
み、後継者不足が進行する中、20数年前に子ど
ものうちから神楽に親しんでもらおうと「北門
子ども神楽」を立ち上げました。本日は、2年前
から、和木町、大竹市の子どもたちが入団し稽
古を重ねている「湯立て・すすはき」の舞を披
露させていただきます。湯立ての舞は、神前を
清める舞（神降ろし）で、本来は、神前で鍋に
湯を沸かし、その中に御幣を立て、榊を湯に浸
して、これを周囲の者にかけて清めながら舞う
ものです。しかしながら、現在では、舞のみが
奉納されています。次に、すすはきの舞は舞台
を清める舞で、神殿の煤を払い、床を掃く所作
を舞にしたものです。

神楽の紹介

太夫
太夫
猿田彦

冨来弘志
岩岡龍ノ介
沖　俊介

《舞人》 《奏者》大太鼓
小太鼓
手打鉦
笛

坂本勝利
田丸　誠
沖　崇充
角川智洋

かまがはらちいき かまがはらかぐらふる

めい こうれいか か　そ　か すす

すうねんまえ こなかしんこうこうけいしゃぶそく

かぐら した ほくもん

ねんまえほんじつあたこ

こ

ゆ わ たなか ごへい

ひかさ

ろう まい しんぜん

しんぜんほんらいかみお なべまいきよ

さかき ゆ ひた

もの きよ

げんざい

ま

まい

ほうのう つぎ まい ぶたい

しんでんまい すす はら ゆか

まい

しょさはきよ

しゅうい

ゆ　た

まいゆ　た

かぐら

わきちょう おおたけし にゅうだん けいこ

う つ

つた

岩国市美和町釜ヶ原
湯立て・すすはき
ゆ　　た

12:00～アトラクション

和木小2年　岩岡龍ノ介

和木小4年　冨来　弘志

ようちえん

み

でじんぶつ

い かま

が はらかぐらだん

いま

ちい

おも

おも

れんしゅう

じょうず

ころ

しん おに たい

じ すがた

かぐら

み

しん しゅてんどうじ

ひと こえ

にゅうだん

ころ かぐら

れきし

かぐら

じゅぎょう

①12:00〜

②12:45〜

③13:35〜

④14:25〜

⑤15:30〜

⑥16:20〜

⑦17:10〜

湯立て・すすはき

義経奥州平泉

瀧夜叉姫

大楠公

葛城山

大江山

紅葉狩

北門子ども神楽

琴庄神楽団

中川戸神楽団

津浪神楽団

横田神楽団

原田神楽団

上河内神楽団

【プログラム】

休　　憩

　広島最強の６神楽団のほか、
北門子ども神楽に所属している
和木小学校の２名の児童も、日
頃の稽古の成果を十分に発揮
し、素晴らしい舞いを披露して
くれると思います。ご期待くだ
さい。
　※当日は飲食物の販売もあります。

（和木町文化協会）
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　

時
▼
２
月
17
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

日
　

時
▼
２
月
15
日
㈫
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
白
木
健
太
朗
弁
護
士

受
　

付
▼
２
月
10
日
㈭
ま
で
（
先
着
５
名
）

お
願
い
▼

●
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

「
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
」
で
お
悩
み
の
方
へ

　

法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
人
権
相
談
所
）

受
付
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
平
日
の
み
）

相
談
電
話
番
号
▼
☎
43
ー
１
１
２
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.m
oj.go.jp/JIN

K
E
N
/

jinken113.htm
l

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

〒
７
４
１
ー
０
０
６
１

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
ー
35

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

岩
国
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
43
ー
１
１
２
５
）

行

政

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談

法
務
局
無
料
人
権
相
談

精
神
保
健
相
談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

心
配
ご
と
相
談

15

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

　
　
　
　

幼
児
を
も
つ
保
護
者

日
　

時
▼
２
月
９
日
㈬
　

14
時
〜
17
時

場
　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

22
年
度
の
乳
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま
れ
た

方
に
は
、
５
月
に
受
診
券
つ
き
通
知
書
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

40
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
22
年
４
月
１
日

時
点
）
で
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
が
受
診
券
の
有

効
期
限
で
す
。
受
け
そ
び
れ
な
い
よ
う
に
２

月
末
ま
で
に
、
医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
検
査
可
能
な
医
療
機
関
は
、

通
知
書
に
記
載
。）

　

自
己
負
担
は
米
軍
再
編
に
伴
う
、
空
母
艦

載
機
の
移
転
計
画
に
よ
る
再
編
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
間
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
７
２
９
０
）

各
種
お
知
ら
せ

　

経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世

帯
に
対
す
る
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償

給
付
な
ど
の
支
援
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

【
対
象
世
帯
①
】（
拡
大
し
た
対
象
世
帯
）

●
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

世
帯

支
援
内
容
▼
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
の

無
償
給
付
（
配
送
）
及
び
電
話
に
よ
る

設
置
等
の
サ
ポ
ー
ト

問
合
せ
▼
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
ー
０
２
３
７
２
４
）

【
対
象
世
帯
②
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
全
額
免
除
さ
れ
て
い

る
世
帯

●
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

●
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

●
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
世
帯

支
援
内
容
▼
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
の

無
償
給
付
及
び
訪
問
設
置
、
必
要
な
場

合
に
は
ア
ン
テ
ナ
改
修
工
事

問
合
せ
▼
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
ー
０
３
３
８
４
０
）

申
込
期
限
▼
７
月
24
日
㈰
（
消
印
有
効
）

一
般
的
な
問
合
せ
▼
デ
ジ
サ
ポ
山
口（
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
☎
０
８
３
ー
９
６
３
ー
４
４
０
０
）

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了（
７
月
24
日
）
ま
で

あ
と
２
０
０
日
を
切
り
ま
し
た
！



証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
返

金
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日
の

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持

参
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
外
れ
た
証
明
書
（
資

格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票
な
ど
）

・
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証

　

書
・
印
か
ん

●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証
（
対
象
者
全

員
分
）
ま
た
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
保
険
証
（
返
却
の
た
め
）

・
印
か
ん

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

応
募
資
格
▼
日
本
国
籍
を
有
す
る
自
衛
官
未

経
験
者
ま
た
は
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１

年
未
満
の
者

一
般
公
募
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

技
能
公
募
：
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
等
を
有

す
る
者
で
、技
能（
衛
生
、語
学
、

整
備
、
情
報
処
理
等
）
に
応
じ

て
53
〜
55
歳
未
満

受
付
期
間
▼
４
月
６
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

試
験
日
▼
４
月
15
日
㈮
〜
18
日
㈪

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。）

制
　

度
▼

　

５
日
間
を
基
本
と
し
た
教
育
訓
練
を
段
階

的
に
、
一
般
に
つ
い
て
は
３
年
以
内
に
50
日

間
、技
能
に
つ
い
て
は
２
年
以
内
に
10
日
間
、

不
妊
治
療
費
助
成
制
度

予
備
自
衛
官
補
募
集

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
訓
練
参
加
に
対
し
、
日
額
７
，
９
０

０
円
の
手
当
及
び
別
途
交
通
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

（
こ
の
間
の
衣
・
食
・
住
は
、
無
料
貸
与
・

支
給
・
保
証
さ
れ
ま
す
。）

　

教
育
訓
練
修
了
者
は
、
予
備
自
衛
官
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　

岩

国
地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
の
不
妊
治
療
費

に
つ
い
て
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
書
は
、
治
療
を
受
け
た
日
の
属

す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

対
　

象
▼
町
内
に
い
ず
れ
か
が
居
住
す
る
戸

籍
上
の
夫
婦
で
、
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得

の
合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満
の
者

内
　

容
▼

○
保
険
適
用
の
不
妊
治
療
費

　

町
が
治
療
費
の
自
己
負
担
分
に
対
し
て
、

１
年
度
あ
た
り
３
万
円
（
上
限
）
を
通
算
５

年
助
成
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
３
年
目
以
降

は
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
対
象
者
に
限
り

ま
す
。）

○
保
険
適
用
外
の
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
の

治
療
費

　

県
が
治
療
費
の
全
額
に
対
し
て
、
１
回
に

つ
き
15
万
円
（
上
限
）、 

１
年
度
あ
た
り
２

回
を
限
度
に
通
算
５
年
助
成
し
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
７
２
９
０
）

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？
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学
生
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
、
和
木
町
に
住
民
票
の

あ
る
方
が
対
象
で
す
の
で
、
転
出
し
た
場
合

に
は
資
格
を
失
い
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
の

場
合
は
特
例
と
し
て
引
き
続
き
元
の
世
帯
に

い
る
も
の
と
し
て
、
和
木
町
の
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
発

行
い
た
し
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

条
　

件
▼
修
学
中
で
あ
り
、
転
出
し
て
町
外

に
住
所
を
移
し
て
い
る
者
（
見
込
み
の
場
合

も
含
む
）

必
要
な
物
▼
在
学
証
明
書
や
学
生
証
の
写
し

ま
た
は
合
格
通
知
等
、
被
保
険
者
証
、
印
か

ん問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

国
保
に
加
入
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日

以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

●
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

・
保
険
料
は
届
け
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、

資
格
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
被
保
険
者

証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

●
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

・
資
格
が
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
の
調
査
や
審
議
を
行
う

「
山
口
県
青
少
年
問
題
協
議
会
」
で
は
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
幅
広
く
お

聞
き
し
、
審
議
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
定
員
▼
２
名

応
募
資
格
▼
18
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
・
公
務

員
は
除
く

※
年
１
〜
２
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席

可
能
な
方

任
　

期
▼
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

募
集
期
限
▼
２
月
28
日
㈪

応
募
方
法
▼
所
定
の
応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、「
こ
れ
か
ら

の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ご
意
見
・
ご
提
言
（
８

０
０
字
・
様
式
自
由
）
を
添
え
て
、郵
送
、

持
参
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
等
に
よ
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
結
果
▼
応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
通
知

そ
の
他
▼
応
募
申
込
書
は
、
各
県
民
局
、

市
町
役
場
等
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.ya

m
aguchi.jp/press/201101/017849.
htm
l

応
募
先
・
問
合
せ
▼

〒
７
５
３
ー
８
５
０
１

山
口
市
滝
町
１
ー
１

山
口
県
子
ど
も
未
来
課
青
少
年
班

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
２
６
３
４
）

山
口
県
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
募
集



※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７
　

内
線
４
１
４
）

受
付
期
間
▼
２
月
10
日
㈭
ま
で

受
付
場
所
▼
新
規
入
所
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
。
継
続
入
所
は
和
木
保
育
所
で
も
受
付
け

ま
す
。

入
所
資
格
▼
保
護
者
、
同
居
の
親
族
及
び
そ

の
他
の
方
が
、
就
業
、
病
気
等
で
保
育
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

必
要
な
も
の
▼

○
保
育
所
入
所
申
込
書

○
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

※
申
込
書
等
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
和
木
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

○
平
成
22
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し

な
ど
。
期
限
内
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

後
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

入
所
決
定
▼
３
月
上
旬
（
予
定
）

※
３
歳
以
上
は
、
幼
稚
園
で
教
育
・
保
育
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
保
育
所
は
平
成
20
年

４
月
２
日
以
降
に
出
生
さ
れ
た
乳
幼
児
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
　

こ
ど
も
担
当
室

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

施
設
完
成
見
学
会

保
育
所
入
所
児（
０
〜
２
歳
児
）募
集

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
募
集

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

●
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場

●
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
水
泳
プ
ー
ル

　

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
大
会
」の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る「
維

新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場
」
と
水
泳
会

場
と
な
る
「
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
水
泳

プ
ー
ル
」
の
完
成
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場

日
　

時
▼
２
月
27
日
㈰
、
３
月
６
日
㈰

　
　
　
　

11
時
〜
12
時
、
14
時
〜
15
時
、

　
　
　
　

17
時
〜
18
時
（
６
日
の
み
）

定
　

員
▼
先
着
各
１
０
０
名

●
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
水
泳
プ
ー
ル

日
　

時
▼
３
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

　
　
　
　

11
時
〜
12
時
、
14
時
〜
15
時

定
　

員
▼
先
着
各
１
０
０
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　

２
月
14
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
参
加
希

望
者
全
員
）、
見
学
日
、
見
学
時
間
の
希
望

を
明
記
し
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
見
学
会
へ
の
参
加
可
否
に
つ
い
て

は
、
決
定
者
の
み
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〒
７
５
３
ー
８
５
０
１

山
口
市
滝
町
１
ー
１

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
街
路
公
園

班

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
７
２
８
）

（
　

０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
７
４
９
）

（
Ｅ
メ
ー
ルa18400@

pref.yam
aguchi.

lg.jp

）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
工

房
ク
ロ
ー
バ
ー
）
で
は
、
障
害
を
持
っ
た
方

の
社
会
的
活
動
や
経
済
的
な
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、
定
期
的
に
パ
ン
な
ど
の
製
造
・
販

売
を
し
た
り
、
今
年
開
催
さ
れ
る
山
口
国
体

の
お
土
産
「
ラ
ス
ク
」
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
業
日
時
▼
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

対
　

象
▼
障
害
を
持
っ
た
方

内
　

容
▼
軽
作
業

人
　

数
▼
５
名
程
度

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

　

提
言
箱
は
役
場
（
玄
関
）、
文
化
会
館
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
、
体
育

セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田
分
館
、
和

木
駅
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
「
声
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
、
ご
本
人

へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
投
稿

の
際
に
は
、
必
ず
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
等
の
提
言

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
政
の
参
考
に
は
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
広
報
紙
で
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ
る
方
を

除
き
、氏
名
等
の
公
表
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写

真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写

真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

皆
さ
ま
か
ら
の

ご
提
言
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 提

言
箱

提
言
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県道の夜間工事における交通規制のお知らせ県道の夜間工事における交通規制のお知らせ

18

【通行止め期間】
　２月２１日～３月４日（予定）
　２２時～５時
　※日曜日は除く
　※歩行者、自転車は通行可
【連絡先】
　山口県岩国土木建築事務所
　工務１課２班（☎２９－１５４８）
　和木町役場
　都市建設課（☎５２－２１９８）
【工事業者】
　㈱末岡建設（☎２２－７７７８）

　毎月の国民年金保険料は、日本年金機構から送られてくる納付案内書等により、翌月末日までに納めていた
だくことになっています。
　口座振替には、便利でお得な早割りや前納があっておすすめです。
【口座振替による】
　　①早割り　　　　保険料を当月末の口座振替にする
　　　　　　　　　　月々５０円（年間６００円）のお得！ 
　　②半年分前納　　前期：４月～９月の半年分を４月末日の引落しにする
　　　　　　　　　　　　　　（２月末までに申込みをしてください。）
　　　　　　　　　　後期：１０月～翌３月の半年分を１０月末日の引落しにする
　　　　　　　　　　　　　　（８月末までに申込みをしてください。）
　　　　　　　　　　６ヵ月分が、１，０３０円のお得！（現金納付の場合は、７４０円のお得！）
　　③１年前納　　　４月～翌３月の１年分を４月末日の引落しにする
　　　　　　　　　　　（２月末までに申込みをしてください。）
　　　　　　　　　　１２ヵ月分が、３，８００円のお得！（現金納付の場合は、３，２２０円のお得！）
※現在、第１号被保険者の方で、すでに口座振替で前納の手続きをされている方は、毎年申込みをする必要は
ありません。

【前納の申込み】
　引落しを希望される金融機関の通帳、お届け印、をご持参のうえ、保健福祉課窓口または岩国年金事務所へ
お越しください。
【問合せ】 保健福祉課　 　（☎５２－２１９５）
　　　　　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）

国民年金保険料は前納がお得です！国民年金保険料は前納がお得です！

県道の夜間工事における交通規制のお知らせ
　この度、県道北中山岩国線（カケ地区）の道路工事におきまして、道路沿いの防護柵を取り外す作業のため、
夜間通行止めを行います。
　恐れ入りますが、国道１８６号への
迂回をお願いします。
　工事中ご迷惑をおかけいたしますが、
ご協力の程よろしくお願いいたします。



寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
問合せ ▼税務課（

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

高
木　

敦
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

桐
岡　

法
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

河
本　

三
頼
さ
ん
（
和
木
地
区
）

須
子　

正
巳
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

松
本　

和
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所
様

　
　
　
　
　
　
　
　

（
和
木
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

晴
れ
わ
た
る
空
悠
々
の
白
雲
に

　

飛
び
乗
り
宇
宙
を
旅
し
て
み
た
し

編
み
か
け
の
セ
ー
タ
ー
眺
め
し
み
じ
み
と

　

戦
後
の
暮
ら
し
思
い
出
し
お
り

草
や
虫
宿
る
大
地
に
種
を
ま
く

　

苗
太
る
処
草
ま
た
太
る

晩
鐘
の
か
す
か
な
余
韻
に
佇
め
ば

　

白
い
山
茶
花
風
に
散
り
ゆ
く

新
春
の
旅
に
眺
め
し
「
股
の
ぞ
き
」

　

天
か
け
昇
る
龍
の
す
が
た
を

小
瀬
川
を
炎
照
ら
し
ぬ
大
と
ん
ど

ほ
と
ば
し
る
若
水
汲
み
て
山
住
ま
ひ

工
場
の
煙
吹
き
上
げ
初
仕
事

切
り
干
し
の
笊
の
目
こ
ぼ
る
陽
の
甘
み

初
夢
の
追
へ
ど
も
遠
き
母
の
こ
ゑ

初
暦
今
年
も
壁
に
か
し
こ
ま
る

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
へ
連
絡

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
へ
連
絡

し
、
今
後
の
支
払
い
を
止
め
る
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
等
の
サ
イ
ト
運

営
業
者
は
、
決
済
代
行
業
者
を
通
じ

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

お
金
を
受
け
取
り
ま
す
。
支
払
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
サ
イ
ト
運
営
業
者

や
決
済
代
行
業
者
は
、
な
か
な
か
返

金
に
応
じ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
不
正

な
取
引
が
あ
る
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
及
び
決
済
代
行
業
者
に

返
金
を
申
し
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

【
相　

談
】

　

雑
誌
広
告
を
見
て
、
携
帯
電
話
で

出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
。
女

性
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
頻
繁

に
行
っ
た
た
め
、
今
ま
で
に
１
０
０

万
円
く
ら
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

支
払
っ
て
い
る
。
最
近
、
こ
の
サ
イ

ト
が
悪
徳
サ
イ
ト
で
あ
り
、
今
ま
で

の
メ
ー
ル
が
全
部
う
そ
と
分
か
っ

た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

■
出
会
い
系
サ
イ
ト
は
ト
ラ
ブ
ル
の

元
　

雑
誌
な
ど
で
は
、
携
帯
電
話
で
簡

単
に
異
性
に
出
会
え
る
か
の
よ
う
に

広
告
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
や

り
取
り
を
し
て
い
る
相
手
は
、
サ
ク

ラ
が
疑
わ
れ
ま
す
。

４期分

２月分

８期分

８期分

８期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

固定資産税

町営住宅使用料

国民健康保険料

介護保険料

後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 68

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
1
月
句
会
）

神
園　

静
美

正
中
ツ
ヤ
子

横
川
美
代
子

森
本　

初
子

藤
上　

紀
子
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　本町では、年間ごみカレンダーを作成しており、その日程に基づいて、ごみを出していただく
ことになっています。
　ごみを出す日の決定方法は、
　　●燃えるごみの日　週２回
　　●プラスチック類の日　週１回
　　●金属・不燃ごみ、ガラス類及びペットボトルの日　月２回
　　●粗大ごみ個別収集、新聞雑誌及びダンボールの日　月１回
を基本として、出す日が分かりやすいように、曜日も統一して日程を組みます。
　しかしながら、祝日等があった場合には、ごみの収集量等を勘案して日程を調整するため、変
則的な日程が生じる場合があります。ごみを出す前には、もう一度、ごみ収集日を確認していた
だきますようお願いします。

受けてみませんか？

ストップストップストップストップ

 山口県地球温暖化防止活動センターでは、「家庭におけるストップ温暖化診断」を次のとおり実施して
います。

・各家庭のライフスタイルに合った具体的な省エネアドバイスを受けることができます。
・診断が省エネ行動につながることにより、光熱費など家計の節約につながります。
・家庭で環境に配慮した省エネ行動を日常的に行うことで、地球の温暖化防止に貢献することがで
きます。

　　山口県内にお住まいまたは勤務先のある方

　　無料（書類診断のため、郵送料は必要）

　　専門の診断員による診断（訪問による診断も可能です。）

家庭から排出されるＣＯ２を削減し、地球温暖化防止に貢献しましょう！！

【申込み・問合せ】
山口県地球温暖化防止活動推進センター
（☎０８９－９３３－００１８）

ホームページアドレス  http://www.yobou.or.jp/yccca
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男　3,296人
（－4）

女　3,310人
（－6）

平成23年1月1日現在
総人口　6,606人

世帯数　2,743世帯

和木町の面積　10.56km

（－10）

（－4）

4
18

47
85

126
156
157

258

187
156

193
255

216
228
221

198
187
191

161

252

0 5
15

64
97

130
197

171
212
223

210
198

164
203

242
193
193

134
144

169
172
174

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

４
月
24
日
に
執
行
予
定
の
和
木
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対　

象
▼
立
候
補
予
定
者
や
関
係
者

日　

時
▼
３
月
２
日
㈬　

13
時
30
分
か
ら

場　

所
▼
役
場
３
階
大
会
議
室

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
な
ど
に
必
要

な
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
52
ー
２
１
３
６　

内
線
３
０
６
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

４
月
10
日
に
執
行
予
定
の
山
口
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

対　

象
▼
立
候
補
予
定
者
や
関
係
者
（
立

候
補
予
定
者
１
名
に
つ
き
２
名
以
内
）

日　

時
▼
３
月
１
日
㈫　

９
時
30
分
か
ら

場　

所
▼
岩
国
市
役
所
４
階
41
・
42
会
議
室

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
な
ど
に
必
要

な
書
類
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
直
接
請
求
の
禁
止
期
間

　

２
月
９
日
〜
４
月
10
日

　

こ
の
期
間
は
、
直
接
請
求
の
署
名
を
集

め
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
29
ー
５
２
４
０
）

和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります。
申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。

申告期間 ２月１６日（水）～３月１５日（火）　８時３０分～１７時１５分

税務課（役場１階） ※還付の申告は２月1日㈫から受け付けます。申告場所

印かん、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・
地震保険料支払証明書、社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医
療費の領収書、配偶者控除等を受ける場合は配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義
の口座番号が分かるもの　など

【申告に必要なもの】【申告に必要なもの】
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